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渋
皮
の
む
け
や
す
さ
の
比
較

（
提
供
＝
農
研
機
構
）

「
牛
ふ
ん
８
Ｎ
」
が

６８
・
７
％
、
「
牛
ふ

ん
１６
Ｎ
」
が
８７
・
８

％
、
「
化
成
８
Ｎ
」

が
６４
・
３
％
、
「
化

成
１６
Ｎ
」
が
５１
・
０

％
。

　
モ
ミ
ロ
マ
ン
で
の

土
効
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
牛
ふ
ん
８
Ｎ
」
が

９２
・
４
％
、
「
牛
ふ

ん
１６
Ｎ
」
が
７５
・
９

％
、
「
化
成
８
Ｎ
」

が
７０
・
６
％
、「
化
成

１６
Ｎ
」
が
５８
・
７
％
で
あ
っ
た
。

　
〈
肥
効
vs.
土
効
〉

　
賢
明
な
読
者
は
既
に
お
気
づ
き

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
条
件
に
お
い

て
も
土
効
が
過
半
を
占
め
、
肥
効

を
上
回
っ
て
い
る
の
だ
。
次
回
、

生
産
者
圃
場
を
対
象
に
土
効
を
調

査
し
た
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
（
関
谷　

信
人
＝
三
重
大
学
生

物
資
源
学
研
究
科
教
授
）

区
」
で
１
０
０
％
、「
米
ぬ
か
８
Ｎ

区
」
で
９２
・
７
％
、
「
米
ぬ
か
１６

Ｎ
区
」
で
８８
・
６
％
、
「
化
成
８

Ｎ
区
」
で
７１
・
２
％
で
あ
っ
た
。

　
〈
化
成
と
牛
ふ
ん
の
肥
効
〉

　
前
出
の
実
験
は
ナ
ツ
ヒ
カ
リ
と

米
ぬ
か
施
肥
と
い
う
風
変
わ
り
な

条
件
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
一
般
的

な
条
件
も
試
し
て
み
た
。
別
の
タ

ン
ザ
ニ
ア
の
留
学
生
と
国
際
開
発

を
志
し
て
工
業
大
か
ら
筆
者
の
元

へ
進
学
し
て
き
た
学
生
が
コ
ン
ビ

で
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

　
彼
ら
は
「
無
施
肥
」
「
牛
ふ
ん

８
Ｎ
」
「
牛
ふ
ん
１６
Ｎ
」
「
化
成

８
Ｎ
」
「
化
成
１６
Ｎ
」
を
設
け

て
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
「
モ
ミ

ロ
マ
ン
」
を
栽
培
し
た
。

　
デ
ー
タ
解
析
す
る
と
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
に
お
け
る
土
効
は
そ
れ
ぞ
れ

2 肥効の実態

収量の過半を土壌由来が支える

生
が
実
験
に
取
り
組
ん
で
く
れ

た
。

　
試
験
で
は
「
無
施
肥
」
「
米
ぬ

か
４
Ｎ
」
「
米
ぬ
か
８
Ｎ
」
「
米

ぬ
か
１６
Ｎ
」
「
化
成
８
Ｎ
」
の
各

区
を
設
け
て
、
極
早
生
品
種
「
ナ

ツ
ヒ
カ
リ
」
を
栽
培
し
た
。 

こ

こ
で
４
Ｎ
、
８
Ｎ
、
１６
Ｎ
は
、
１０

㌃
当
た
り
に
投
入
さ
れ
る
チ
ッ
素

量
が
そ
れ
ぞ
れ
４
㌔
、
８
㌔
、
１６

㌔
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
例
え
ば

米
ぬ
か
４
Ｎ
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

米
ぬ
か
成
分
を
測
定
し
て
お
き
、

１０
㌃
当
た
り
チ
ッ
素
４
㌔
が
投
入

さ
れ
る
よ
う
に
米
ぬ
か
量
を
調
節

し
た
。

　
収
量
に
占
め
る
土
効
と
肥
効
の

割
合
を
デ
ー
タ
解
析
す
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
効
は
、「
米
ぬ
か
４
Ｎ

　
連
載
第
１
回
で
は
、
無
施
肥
区

に
よ
り
肥
効
を
測
る
こ
と
が
で
き

る
理
屈
を
解
説
し
た
。
今
回
は
、

筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
理

屈
に
基
づ
い
て
推
定
し
た
肥
効
や

土
効
（
筆
者
の
造
語
で
土
壌
の
効

果
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
〈
化
成
と
米
ぬ
か
の
肥
効
〉

　
近
隣
の
若
手
農
家
か
ら
「
米
ぬ

か
の
肥
効
を
調
べ
て
ほ
し
い
」
と

依
頼
さ
れ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
留
学

水
稲
の
無
施
肥
試
験
で
知
る

　
　
　
　
土
効

田
ん
ぼ
の
土
効
土
効

図 収量に占める肥効・土効の割合

無
施
肥
試
験
で
土
壌
を
調
査

す
る
留
学
生

と
、
土
壌
環
境
を
整
え
て
植
物
を

よ
り
良
い
生
理
状
態
に
導
く
「
土

壌
改
良
型
」
に
大
別
で
き
ま
す
。

　
ア
ー
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
菌
根
菌

　
微
生
物
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
特

性
が
あ
り
、
好
適
条
件
（
共
生
や

寄
生
、
エ
サ
、
水
分
、
ｐＨ
、
温

度
）
は
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
微
生
物
の
活
性
度
は

環
境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
期
待

さ
れ
る
効
果
が
不
安
定
に
な
り
が

ち
で
す
。

　
土
着
菌
と
の
競
争
（
先
住
・
競

合
・
拮き

っ

抗こ
う

）
、
圃
場
環
境
に
よ
り

植
物
根
に
定
着
し
な
い
、
投
入
し

た
微
生
物
の
活
性
度
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
り
「
微
生
物
を
投

入
す
れ
ば
効
果
が
出
る
」
と
言
い

切
れ
な
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
と

し
て
の
微
生
物
は
植
物
と
共
生
し

効
果
を
引
き
出
す
「
共
生
型
」

（
Ａ
Ｍ
菌
）
は
特
定
の
植
物
と
共

生
し
、
植
物
側
か
ら
光
合
成
産
物

を
受
け
取
る
代
わ
り
に
リ
ン
酸
の

吸
収
を
助
け
る
ほ
か
、
根
量
増

加
、
土
壌
環
境
ス
ト
レ
ス
（
塩
・

乾
燥
）
の
耐
性
向
上
を
も
た
ら
し

ま
す
。
根
粒
菌
や
ト
リ
コ
デ
ル
マ

も
共
生
型
の
微
生
物
と
し
て
現
場

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
チ
ル
ス
菌
は
有
機
物
を
分
解

し
て
土
壌
団
粒
を
作
る
ほ
か
、
植

物
の
根
の
周
り
に
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
土
壌
中

の
病
原
菌
と
の
拮
抗
・
競
争
や
養

分
供
給
（
リ
ン
酸
・
鉄
の
可
溶

化
）
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
酵
母

や
乳
酸
菌
、
放
線
菌
も
、
主
に
土

壌
改
良
型
の
微
生
物
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
高
木　

篤
史
＝
㈱
サ
カ
タ
の

タ
ネ　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部　

主
席
技
術
員
）

微生物

共生／土壌改良型に大別
3

共生型 土壌改良型
ＡＭ菌　リン酸の吸収サポート
根粒菌　チッ素の供給サポート
※マメ科に共生
トリコデルマ　根圏ガード

バチルス菌　土壌団粒化
酵母・乳酸菌　土壌環境を整える

放線菌　糸状菌と拮抗

表　微生物の主な働き（まとめ）

植
物
の
力
を
引
き
出
す

植
物
の
力
を
引
き
出
す

成
分
・
微
生
物
の
効
果

バイオスティミュラントとして
発根力向上、ストレス耐性向上

「らくらく青色申告農業版　2023年版」

㈱トーホク

ニンジン新品種「アロマ80９」

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

　株式会社トーホクは、春
まきで安定した早生性を示
すニンジン新品種「アロマ
8０９」を発売した。
　主な特徴は①根長は１７～
１８㌢ぐらいで、尻詰まりが
良く、やや肩が張る円筒形
②黒葉枯れ病やシミ症に強
く、裂根が少ないことから
収量が安定③冷涼地の夏秋
どりも可能――など。適作
型は、冷涼地（北海道南部

から東北）は３月まきトン
ネル栽培から４月中旬まき
ベタ掛けで、北海道は６月
まき。中間地は１月下旬か
ら２月まきトンネル栽培と
８月中旬まき、暖地は１月
まきトンネル栽培、８月下
旬から９月上旬まき。
　問い合わせ先＝株式会社
トーホク（〒3２１ － 09８５　栃
木県宇都宮市東町3０９　☎0
２８·6１１·50５０）まで。

円、更新版は２3年３月まで44００円、４
月以降は55００円。
　問い合わせ先＝株式会社セーブ（〒
9９７ － 08０４　山形県鶴岡市斎藤川原字
間々下1１６の１　☎023５·２４·73８８）まで。

　株式会社セーブは、初心者でも簡単に決算書を作成
できる農業者（個人）専用のＰＣソフト「らくらく青
色申告農業版　20２3年版」を発売した。
　主な特徴は①インボイス制度（適格請求書等保存方
式）に対応②複式簿記の知識がなくても、簡単に記帳
可能③摘要機能により家計分と農業分を自動で案分計
算できる――など。償却資産台帳を入力すれば、減価
償却費が自動計算でき、消費税計算書も簡単に作成で
きるという。メーカー希望小売価格（税込み）は88００

㈱セーブ

力
あ
く
あ
Ｆ
１４
」
「
ネ
イ
チ

ャ
ー
エ
イ
ド
」
「
ホ
ス
ト
ッ

プ
」
「
ホ
ス
カ
ル
」
「
ホ
ス

マ
グ
」
の
全
８
品
で
、
新
パ

ッ
ケ
ー
ジ
は
日
照
不
足
や
収

量
・
品
質
改
善
な
ど
商
品
の

機
能
や
効
果
を
前
面
に
記
載

し
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
＝
写
真
。
各
商
品
は

４
月
下
旬
以
降
、
順
次
販
売

を
開
始
す
る
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
「
高

温
」「
曇
天
」「
微
量
要
素
欠
乏

症
」「
定
植
後
の
活
着
遅
れ
」

な
ど
課
題
ご
と
に
効
果
的
な

商
品
を
確
認
で
き
、
初
め
て

使
う
場
合
で
も
選
び
や
す
い

仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ

/sakatam
am

oru/

）

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と
発

表
し
た
。

　
「
サ
カ
タ
マ
モ
ル
」
シ
リ

ー
ズ
の
商
品
は
「
ア
ラ
フ
ェ

ス
タ
」
「
サ
カ
タ
液
肥
Ｇ

Ｂ
」
「
バ
リ
カ
タ
！
」
「
鉄

　
株
式
会
社
サ
カ
タ
の
タ
ネ

は
、
植
物
の
健
や
か
な
生
育

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
農
園
芸
肥

料
「
高
機
能
液
肥
」
シ
リ
ー

ズ
の
名
称
を
「
サ
カ
タ
マ
モ

ル
」
シ
リ
ー
ズ
に
改
め
、
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
同
シ
リ
ー

ズ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（htt

ps://w
w

w
.sakata

seed.co.jp/special

農
園
芸
肥
料
シ
リ
ー
ズ
を「
サ
カ
タ
マ
モ
ル
」へ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
ウ
ェ
ブ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
農
林
水
産
省
が
現
場
へ
の
導
入
が
期
待
さ
れ
る
成
果
を
ま
と
め
た
「
最
新
農
業
技
術
・
品
種

２
０
２
２
」
で
は
、
需
要
に
応
え
る
果
樹
新
品
種
と
し
て
、
農
研
機
構
育
成
の
ス
モ
モ
「
ハ
ニ

ー
ビ
ー
ト
」
と
ク
リ
「
ぽ
ろ
す
け
」
を
選
定
し
た
。
い
ず
れ
も
既
存
品
種
よ
り
早
い
時
期
か
ら

収
穫
で
き
、
甘
さ
や
食
べ
や
す
さ
な
ど
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
付
加
価
値
を
備
え
る
。

　
酸
味
が
少
な
く
高
糖
度
の
ニ

ホ
ン
ス
モ
モ
品
種
で
、
甘
み
を

好
む
消
費
者
嗜し

好こ
う

に
対
応
で
き

る
。
育
成
地
（
茨
城
県
つ
く
ば

市
）
の
収
穫
盛
期
は
７
月
中
旬

ご
ろ
で
、
主
要
品
種
「
ソ
ル
ダ

ム
」
よ
り
９
日
程
度
、
酸
味
が

少
な
い
「
サ
マ
ー
エ
ン
ジ
ェ

ル
」
よ
り
１１
日
程
度
早
い
。
今

後
、
苗
木
の
供
給
が
予
定
さ

れ
、
西
日
本
の
産
地
を
中
心
に

６０
㌶
程
度
の
普
及
が
期
待
さ
れ

る
。

　
育
成
地
の
開
花
盛
期
は
３
月

末
と
ソ
ル
ダ
ム
や
サ
マ
ー
エ
ン

ジ
ェ
ル
と
同
時
期
。
糖
度
は
１５

％
程
度
、
酸
味
は
ｐＨ
４
・
４
程

度
。
果
実
は
円
形
で
、
果
皮
が

赤
紫
色
、
果
肉
は
黄
色
と
な

る
。
果
実
の
大
き
さ
は
約
１
２

０
㌘
で
ソ
ル
ダ
ム
と
同
程
度
。

　
黒
斑
病
の
発
生
が
他
の
主
要

品
種
よ
り
も
少
な
い
。
果か

梗こ
う

部

良
食
味
を
い
ち
早
く

良
食
味
を
い
ち
早
く

農
水
省
が
期
待
の
果
樹
新
品
種

　
早
生
の
ニ
ホ
ン
グ
リ
品
種

で
、
渋
皮
を
む
き
や
す
い
性
質

を
持
つ
。
育
成
地
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
）
で
の
収
穫
期
は
同
じ

く
渋
皮
が
む
き
や
す
い
「
ぽ
ろ

た
ん
」
よ
り
も
１
週
間
程
度
早

い
８
月
下
旬
～
９
月
上
旬
。
ぽ

ろ
た
ん
同
様
に
全
国
の
ク
リ
産

地
で
栽
培
可
能
で
、
苗
木
の
流

通
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
鬼
皮
の
上
か
ら
果
肉
に
達
す

発
生
率
は
い
ず
れ
も
、
丹
沢
と

同
程
度
。
裂
果
の
発
生
は
丹
沢

よ
り
若
干
少
な
い
。

　
ぽ
ろ
た
ん
と
相
互
に
受
粉
樹

と
し
て
利
用
で
き
、
２
品
種
を

植
栽
す
る
だ
け
で
渋
皮
が
む
き

や
す
い
ク
リ
の
安
定
生
産
と
い

う
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
丹
沢
な
ど
従
来
の
ニ
ホ
ン
グ

リ
品
種
は
、
傷
を
入
れ
て
加
熱

す
る
だ
け
で
は
渋
皮
を
む
く
こ

と
が
難
し
い
。
ぽ
ろ
た
ん
１
品

種
だ
け
で
は
収
穫
期
間
が
限
ら

れ
、
同
様
の
特
性
を
持
つ
品
種

開
発
が
待
た
れ
て
い
た
。

甘
さ
、食
べ
や
す
さ
の
需
要
に
応
え
る

「
ハ
ニ
ー
ビ
ー
ト
」
の
結
実

状
況
（
提
供
＝
農
研
機
構
）

高
糖
度
で
７
月
中
旬
の
収
穫

ス
モ
モ

ハ
ニ
ー
ビ
ー
ト

を
枯
ら
さ
な
け
れ
ば
簡
単
に
育

て
ら
れ
る
。
新
規
就
農
者
に
も

栽
培
し
や
す
い
」
と
説
明
す

る
。
雪
印
種
苗
に
成
分
分
析
を

依
頼
し
、
タ
ン
パ
ク
質
や
食
物

繊
維
な
ど
栄
養
価
が
高
い
粗
飼

料
だ
と
分
か
っ
た
。
高
騰
前
の

粗
飼
料
と
同
等
の
１
㌔
６０
円
で

提
供
す
れ
ば
、
１
頭
当
た
り
年

間
２２
万
円
の
経
費
削
減
に
な
る

と
す
る
。

　
耕
種
側
の
販
売
収
入
も
試

国
産
粗
飼
料
と
し
て
販
売
で
き

る
。
飼
料
高
騰
対
策
や
耕
作
放

棄
地
の
解
消
も
期
待
で
き
る
と

結
論
づ
け
た
。

　
茎
葉
は
、
刈
り
取
り
後
に
水

分
調
整
し
、
６０
日
間
発
酵
さ
せ

る
。
１０
㌃
（
５
０
０
株
）
で
の

収
穫
量
は
５
０
０
㌔
程
度
。
２

年
生
の
園
田
智
也
さ
ん
は
「
水

　
岡
山
県
浅
口
市
の
お
か
や
ま

山
陽
高
等
学
校
・
進
学
コ
ー
ス

地
域
探
究
班
は
、
イ
ネ
科
の
多

年
草
・
マ
コ
モ
の
未
利
用
部
分

で
あ
る
茎
葉
を
サ
イ
レ
ー
ジ
化

し
、
乳
牛
に
与
え
る
飼
料
利
用

を
里
庄
町
で
実
証
。
特
産
の
マ

コ
モ
タ
ケ
に
加
え
、
廃
棄
さ
れ

て
い
た
茎
葉
を
無
農
薬
栽
培
の

算
。
５
人
で
各
３
０
０
万
円
の

出
資
に
よ
る
農
事
組
合
法
人
を

設
立
し
て
町
の
補
助
金
を
活
用

す
れ
ば
、
農
機
購
入
や
耕
作
放

棄
地
整
備
な
ど
の
初
期
投
資
が

調
達
で
き
、
５
年
後
に
黒
字
化

で
き
る
と
示
す
。

　
実
証
に
は
、
県
農
林
水
産
総

合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
や
、

同
町
の
酪
農
家
・
平
野
充
生
さ

ん
ら
が
協
力
。
飼
料
化
に
は
１

年
６
カ
月
か
け
た
。
１
月
に
東

京
都
内
で
開
か
れ
た
「
高
校
生

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ

リ
」（
主
催
・
日
本
政
策
金
融
公

庫
）
最
終
審
査
会
で
発
表
し
、

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

お
か
や
ま
山
陽
高
校
の
地
域
探
究
班

未利用資源のマコモ
茎葉をサイレージ化
した

マ
コ
モ
の
茎
葉
を
サ
イ
レ
ー
ジ
化

　
農
研
機
構
と
情
報
・
シ
ス
テ

ム
研
究
機
構
は
１
月
２６
日
、
育

種
関
係
者
向
け
の
作
物
家
系
図

作
成
ツ
ー
ル
と
し
て
、

稲
・
イ
チ
ゴ
・
小
麦
・

サ
ツ
マ
イ
モ
・
小
豆
の

５
品
目
を
対
象
に
国
内

で
本
格
運
用
を
開
始
し

た
。
各
品
種
の
系
譜
や

特
性
な
ど
を
ウ
ェ
ブ
上

で
視
覚
的
に
一
覧
で
き

る
。

　
育
種
関
係
者
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
利
用

可
能
な
ほ
か
、
生
産
者

や
消
費
者
に
は
品
種
特

性
を
理
解
す
る
ツ
ー
ル

と
す
る
な
ど
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
系
統
名

を
入
力
後
、
作
物
を
選
択
す
る

と
、
品
種
な
ど
の
家
系
情
報
を

表
示
す
る
。
従
来
は
複
雑
に
な

り
や
す
か
っ
た
戻
し
交
配
を
経

た
家
系
図
も
整
理
し
て
示
す
。

品
種
登
録
の
有
無
や
形

質
、
遺
伝
子
型
な
ど
に

よ
っ
て
色
分
け
し
、
特

性
な
ど
を
視
覚
的
に
捉

え
や
す
い
。
更
新
に
も

対
応
し
、
最
新
情
報
の

入
手
・
共
有
が
容
易
に

な
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
品
種
の

家
系
情
報
や
形
質
情

報
、
遺
伝
子
情
報
な
ど

は
研
究
機
関
や
作
物
ご

と
に
散
在
し
、
デ
ー
タ

形
式
も
一
律
で
は
な
か

っ
た
。
今
後
、
作
物
の

種
類
を
増
や
し
、
品
種

特
性
や
ゲ
ノ
ム
情
報
も
合
わ
せ

て
利
用
で
き
る
よ
う
機
能
追
加

を
計
画
し
て
い
る
。

　
【
鹿
児
島
支
局
】
薩
摩
川
内

市
東
郷
町
の
株
式
会
社
Ｃ
ｒ
ｅ

ｄ
ｏ
（
西
村
直
也
代
表
取
締
役

社
長
）
は
、
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
１０
棟
（
敷
地
面
積
千

坪
）
で
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
生
産

・
販
売
す
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
技
術
を

活
用
し
て
、
大
規
模
生
産
で
の

生
育
環
境
維
持
に
対
応
し
て
い

る
。

　
ハ
ウ
ス
は
、
市
内
の
中
学
校

跡
地
に
建
設
。
セ
ン
サ
ー
で
温

度
・
湿
度
・
日
射
量
を
計
測

し
、
２４
時
間
管
理
で
き
る
体
制

を
取
っ
て
い
る
。
生
産
・
管
理

を
担
当
す
る
佐
藤
誠
さ
ん（
４１
）

は
「
設
定
値
か
ら
外
れ
る
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知
が
届
く

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
便

利
」
と
話
す
。

　
栽
培
す
る
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
は

全
て
白
色
で
、
冠
婚
葬
祭
で
の

需
要
が
高
い
。
「
ど
の
時
期
に

注
文
が
来
て
も
開
花
し
た
も
の

を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
」
と
、

苗
が
開
花
株
に
な
る
ま
で
ハ
ウ

ス
で
６
カ
月
間
育
成
し
、
周
年

出
荷
に
努
め
て
い
る
。
農
福
連

携
と
し
て
、
従
業
員
に
障
が
い

者
や
高
齢
者
も
雇
用
し
て
い

る
。
今
後
も
人
材
育
成
や
栽
培

規
模
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む

考
え
だ
。

　
【
山
梨
支
局
】
身
延
町
西
嶋

の
野
中
邑
浩
さ
ん（
８１
）は
水
稲

２１
㌃
に
加
え
、
ブ
ラ
ン
ド
大
豆

「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
２５
㌃
を
栽

培
す
る
。
水
は
け
を
良
く
す
る

た
め
畝
高
は
２０
㌢
に
し
、
株
間

４５
㌢
、
畝
幅
９８
㌢
と
広
く
取
っ

て
風
通
し
を
良
く
し
て
病
害
虫

の
発
生
を
防
ぐ
。

　
一
般
的
な
大
豆
の
大
き
さ
０

・
８
㌢
に
対
し
、
１
・
２
㌢
前

後
と
大
ぶ
り
な
粒
で
、
甘
み
が

強
く
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴

だ
。
６
月
下
旬
に
播
種
し
、
１１

月
下
旬
ご
ろ
に
刈
り
取
る
。
夏

は
土
寄
せ
も
兼
ね
た
除
草
を
毎

日
欠
か
さ
な
い
。
８
月
末
に
尿

素
を
１０
㌃
当
た
り
５
㌔
追
肥
。

「
実
に
十
分
な
肥
料
を
行
き
届

か
せ
る
た
め
、
花
が
咲
い
た
後

に
行
う
の
が
大
事
」
と
話
す
。

　
刈
り
取
り
後
は
畝
上
で
３
～

４
日
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
た
後
、
脱

穀
す
る
。
「
身
延
町
あ
け
ぼ
の

大
豆
拠
点
施
設
」
の
機
械
で
大

き
さ
を
選
別
後
、
自
宅
で
見
た

目
の
良
し
あ
し
を
妻
の
孝
子
さ

ん（
７８
）と
手
作
業
で
分
け
て
い

く
。

　
カ
メ
ム
シ
や
マ
メ
シ
ン
ク
イ

ガ
な
ど
の
害
虫
と
、
紫
斑
病
が

一
番
の
リ
ス
ク
と
い
う
。
野
中

さ
ん
は
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
８
月

末
か
ら
９
月
に
３
回
実
施
す
る

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
斉
防
除

は
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　
あ
け
ぼ
の
大
豆
は
同
町
曙
地

区
の
種
子
を
使
い
、
町
内
だ
け

で
栽
培
さ
れ
る
。
昨
年
、
地
理

的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
に

登
録
さ
れ
た
。

仕立て作業を
行う従業員

ウェブで利用できる作物家系図
稲・イチゴなど５品目で運用開始

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

鹿
児
島
県
・
Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｏ

セ
ン
サ
ー
で
管
理

周
年
出
荷
に
注
力

飼
料
高
騰
対
策
、耕
作
放
棄
地
解
消
に
期
待

「
土
づ
く
り
が
大
切
」
と
野

中
さ
ん
。
大
豆
の
殻
は
す
き

込
み
、
基
肥
に
は
石
灰
窒
素

１０
㌃
当
た
り
４０
㌔
を
施
用

ブ
ラ
ン
ド
大
豆

山
梨
県
・
野
中
邑
浩
さ
ん

高
畝
で
排
水
対
策

株
間
を
広
く

中
心
に
輪
紋
が
発
生
し
や
す

く
、
成
熟
期
に
降
雨
が
多
い
と

裂
果
が
多
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
留
意
す
る
。

　
ス
モ
モ
の
主
要
品
種
は
酸
味

が
強
く
、
現
在
の
消
費
者
嗜
好

に
合
わ
ず
、
生
産
が
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。
既
存
の
酸
味
が

少
な
い
品
種
は
中
生
以
降
が
主

だ
っ
た
。
同
省
は
、
モ
モ
の
流

通
前
に
市
場
か
ら
の
需
要
に
応

え
う
る
国
産
果
実
と
評
価
し
て

い
る
。

渋
皮
む
き
や
す
く
ホ
ク
ホ
ク

ク
リ

ぽ
ろ
す
け

る
程
度
の
傷
を
入
れ
て
加
熱
す

る
と
、
渋
皮
が
簡
単
に
む
け

る
。
果
実
は
、
ぽ
ろ
た
ん
よ
り

小
さ
く
１
果
重
２１
㌘
程
度
。
甘

み
、
香
気
は
中
程
度
。
肉
質
は

や
や
粉
質
で
「
丹
沢
」
と
同
程

度
に
ホ
ク
ホ
ク
し
て
い
る
。

　
樹
勢
は
中
程
度
で
、
ぽ
ろ
た

ん
よ
り
や
や
強
く
、
丹
沢
と
同

程
度
。
１
樹
当
た
り
の
収
量
や

双
子
果
、
腐
敗
果
、
虫
害
果
の

ぽろたん ぽろすけ 丹沢


